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広報なかたね 2023.12 月号　2

　まちの話題　　まちの話題　 まちの話題　まちの話題　

　

第
41
回
中
種
子
町
相
撲
大

会
が
、
10
月
29
日
に
太
陽
の

里
の
相
撲
場
で
４
年
ぶ
り
に

開
催
さ
れ
、
各
校
区
の
代
表

選
手
に
よ
る
熱
戦
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。

　

団
体
戦
は
例
年
と
形
式
が

変
わ
り
、
小
・
中
学
生
の
部

は
３
人
１
チ
ー
ム
で
、
一
般

の
部
は
５
人
１
チ
ー
ム
で
、

リ
ン
ク
戦
を
行
い
ま
し
た
。

　

個
人
戦
は
、
小
学
１
年
生

か
ら
中
学
３
年
生
と
一
般
、

選
手
権
の
部
で
頂
点
を
め
ざ

し
行
わ
れ
ま
し
た
。
力
士
が

土
俵
に
上
が
る
と
会
場
は
緊

迫
し
た
雰
囲
気
に
包
ま
れ
、

主
審
の
か
け
声
を
合
図
に
好

取
組
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
に
は
多
く
の

観
客
が
集
ま
り
、
校
区
代
表

力
士
の
取
組
に
な
る
と
「
が

ん
ば
れ
、
押
せ
」
な
ど
と
熱

の
入
っ
た
声
援
が
送
ら
れ
ま

し
た
。

団体戦成績 個人戦成績（敬称略）
小学生の部 優　勝 ２　位 ３　位

優勝 増田Ａ 小学１年 日髙　煌汰 （南　界） 永井　大 （野　間） 森山　瑶太 （野　間）

２位 岩岡Ａ 小学２年 上山　大翔 （野　間） 鳥居　幸真 （南　界） 古市　羽玖 （南　界）

３位 野間Ａ 小学３年 粟屋　駆 （岩　岡） 日髙　蒼天 （野　間） 南里　飛色 （南　界）

中学生の部 小学４年 塚田　虎侍郎（増　田） 伊藤　悠文 （油　久） 永井　桜大 （野　間）

優勝 増田Ａ 小学５年 塙　和也 （野　間） 水野　徳次朗（岩　岡） 中山　貴晴 （野　間）

一般の部 小学６年 遠藤　啓眞 （増　田） 榎本　海星 （野　間） 中川　晃希 （油　久）

優勝 野間Ａ 中学１年 園田　真利 （南　界） 牧瀬　藤丸 （増　田） 長田　琉翔 （増　田）

２位 南界 中学２年 中﨑　歩夢 （増　田） 平岩　大空 （油　久） 里園　謙吾 （油　久）

中学３年 米澤　伊織 （増　田） 赤坂　海利 （油　久） 立石　奏斗 （野　間）

一　般 鎌田　健作 （野　間） 迫田　健彦 （油　久） 石堂　弘樹 （野　間）

選手権 牧瀬　拓也 （増　田） 塩浦　亘輝 （岩　岡） 林　孝太郎 （野　間）

４年ぶりの熱戦　

手に汗握る取組「第 41 回中種子町相撲大会」



3　広報なかたね 2023.12 月号

　まちの話題　　まちの話題　

様々な芸術や文化に親しむ　

第 46 回中種子町民文化祭

　

第
46
回
町
民
文
化
祭
が
11

月
２
・
３
・
４
日
の
３
日
間
（
舞

台
発
表
は
３
日
の
み
）、
種
子

島
こ
り
ー
な
で
開
か
れ
、
３

日
間
で
延
べ
約
１
１
０
０
人

が
来
場
し
、
様
々
な
芸
術
や

文
化
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

館
内
に
は
生
け
花
や
押
し

花
、
習
字
、
俳
句
、
絵
画
な

ど
の
力
作
が
展
示
さ
れ
、
来

場
者
が
熱
心
に
鑑
賞
を
す
る

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

舞
台
発
表
は
、
各
団
体
の

舞
踊
や
ダ
ン
ス
、
合
唱
や
演

奏
な
ど
が
あ
り
、
日
ご
ろ
の

練
習
の
成
果
が
発
揮
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
今
回
は
、
中
止
と
な
っ

た
夏
祭
り
の
振
替
え
公
演
と

し
て
、
世
界
の
舞
台
で
活
躍
す

る
和
太
鼓
集
団
「
Ｄ
Ｒ
Ｕ
Ｍ

　

Ｔ
Ａ
Ｏ
」（
ド
ラ
ム　

タ
オ
）

を
迎
え
、
壮
大
で
気
迫
の
こ

も
っ
た
和
太
鼓
演
奏
と
力
強

い
演
出
の
数
々
に
、
満
員
御
礼

と
な
っ
た
会
場
か
ら
は
、
大
き

な
歓
声
と
拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。

　展示発表（ロビー）　展示発表（ロビー） 　　展示発表（ホワイエ）展示発表（ホワイエ）

　スペシャルゲスト「ＤＲＵＭ　ＴＡＯ」　スペシャルゲスト「ＤＲＵＭ　ＴＡＯ」

　芙蓉会　芙蓉会　三味線光穂会　三味線光穂会 　文化箏箏華会　文化箏箏華会

　野間小学校金管バンド　野間小学校金管バンド 　春日流さつき会　春日流さつき会 　錦生会　錦生会



広報なかたね 2023.12 月号　4

　まちの話題　　まちの話題　 まちの話題　まちの話題　

農林水産業の発展を祈願
第44回中種子町農林漁業祭

　

11
月
４
日
に
種
子
島
中
央
体

育
館
で
第
44
回
中
種
子
町
農
林

漁
業
祭
が
４
年
ぶ
り
に
開
か
れ
、

秋
の
実
り
を
楽
し
み
に
、
た
く

さ
ん
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
農
業
振
興
に
多

大
な
貢
献
の
あ
っ
た
個
人
と
生

産
団
体
な
ど
へ
の
表
彰
の
後
、

中
種
子
火
縄
銃
保
存
会
種
子
島

鉄
砲
隊
に
よ
る
「
火
縄
銃
試
射
」

が
披
露
さ
れ
、
音
と
迫
力
を
間

近
に
感
じ
た
観
衆
か
ら
は
盛
大

な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

お
待
ち
か
ね
の
試
食
や
、
肉

や
魚
、
野
菜
、
苗
木
、
各
種
加

工
品
や
特
産
品
な
ど
の
即
売
会

に
加
え
、
焼
き
芋
（
安
納
芋
）

や
豚
汁
、
魚
の
竜
田
揚
げ
な
ど

の
無
料
配
布
も
行
わ
れ
、
来
場

者
は
次
々
に
各
試
食
や
売
り
場

を
回
り
、
目
当
て
の
品
物
を
求

め
て
各
ブ
ー
ス
に
は
長
い
列
が

で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
恒
例
の
牛
乳
早
飲
み
競

争
や
丸
太
切
り
競
争
、
お
楽
し

み
抽
選
会
な
ど
も
大
盛
況
で
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
た
く
さ

ん
の
人
が
楽
し
ん
だ
農
林
漁
業

祭
と
な
り
ま
し
た
。

　中種子火縄銃保存会種子島鉄砲隊「火縄銃試射」　中種子火縄銃保存会種子島鉄砲隊「火縄銃試射」 　式典　式典

鹿児島黒牛、黒豚販売（Ａコープ）鹿児島黒牛、黒豚販売（Ａコープ）

焼き芋無料配布（農協営農販売課）焼き芋無料配布（農協営農販売課）

牛乳早飲み競争（県酪農協）牛乳早飲み競争（県酪農協）

鮮魚・冷凍品・加工品販売（漁協）鮮魚・冷凍品・加工品販売（漁協）

豚汁無料配布（婦人の家）豚汁無料配布（婦人の家）

うどん・カレー販売うどん・カレー販売
（農協青壮年部・町連合青年団）（農協青壮年部・町連合青年団）丸太切り競争（種子島森林組合）丸太切り競争（種子島森林組合）

花苗販売（種子島高校）花苗販売（種子島高校）

加工品販売（種子島中央高校）加工品販売（種子島中央高校）



5　広報なかたね 2023.12 月号

　まちの話題　　まちの話題　

　

10
月
21
日
に
、
中
種
子
陸
上

競
技
場
に
お
い
て
、
第
２
回
「
種

子
島BIG　

VISION

」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

地
元
企
業
の
（
株
）Village 

A
I

が
企
画
し
、
サ
ッ
カ
ー
元
日

本
代
表
の
福
西
崇
史
さ
ん
の
協

力
に
よ
り
、
14
人
の
サ
ッ
カ
ー
選

手
と
２
人
の
バ
レ
ー
選
手
が
集

結
。
午
前
は
、
島
内
の
小
中
学
生

を
対
象
に
し
た
サ
ッ
カ
ー
教
室

と
バ
レ
ー
教
室
が
行
わ
れ
、
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
の
技
術
に
子
ど
も
た

ち
は
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
練
習

に
励
み
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、

地
元
の
高
校
生
、
社
会
人
チ
ー
ム

と
サ
ッ
カ
ー
の
エ
キ
シ
ビ
ジ
ョ

ン
マ
ッ
チ
が
あ
り
、
元
日
本
代
表

と
の
白
熱
し
た
プ
レ
ー
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
試
合
の
後

は
音
楽
ラ
イ
ブ
も
行
わ
れ
、
笑

顔
と
歓
声
に
沸
く
姿
が
あ
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
前
日
の
20
日
は
、
熊

野
海
岸
の
清
掃
活
動
を
行
い
、

多
く
の
ご
み
を
収
集
す
る
選
手

た
ち
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

サッカーイベント「種子島 BIG　VISION」
サッカー・バレーの元日本代表が種子島でふれあい

　　音楽ライブ　スペシャルゲスト「HAN-KUN」音楽ライブ　スペシャルゲスト「HAN-KUN」

　海岸清掃　海岸清掃

　

11
月
４
日
に
、
第
44
回
中
種
子
町

農
林
漁
業
祭
が
晴
天
の
下
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
４
年
ぶ

り
の
通
常
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
っ

て
、
多
く
の
人
々
で
賑
わ
っ
て
お

り
、
会
場
は
活
気
で
溢
れ
て
い
ま
し

た
。
本
イ
ベ
ン
ト
は
町
の
農
林
水
産

業
の
振
興
を
は
か
り
、
豊
か
で
ぬ
く

も
り
の
あ
る
中
種
子
町
を
築
く
こ
と

を
め
ざ
し
て
開
催
さ
れ
る
、
今
年
で

44
回
目
の
開
催
と
な
る
歴
史
あ
る
イ

ベ
ン
ト
で
す
が
、
当
然
私
に
と
っ
て

は
初
め
て
の
経
験
で
す
。
事
前
に
町

の
行
事
の
中
で
も
多
く
の
人
を
集
め

る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は

聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
い
ざ
即
売
会

開
始
時
に
は
多
く
の
参
加
者
が
集
ま

り
、
そ
れ
ぞ
れ
お
目
当
て
の
テ
ン
ト

を
目
指
し
て
行
列
を
作
る
様
子
を
目

に
し
て
驚
き
ま
し
た
。
ま
る
で
そ
れ

は
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
に
並
ぶ
列
そ
の
も
の
で
あ
り
、
私

が
種
子
島
に
来
て
か
ら
見
た
人
の
列

と
し
て
は
ダ
ン
ト
ツ
で
長
い
列
で
し

た
。
当
日
は
即
売
会
の
他
に
農
業
功

労
者
の
表
彰
や
児
童
・
生
徒
の
作
品

展
示
、
軽
音
楽
同
好
会
テ
イ
ス
ト
オ

ブ
ハ
ニ
ー
に
よ
る
演
奏
、
中
種
子
火

縄
銃
保
存
会
に
よ
る
演
武
試
射
、
無

料
試
食
、
抽
選
会
な
ど
大
人
か
ら
子

供
ま
で
楽
し
め
る
内
容
盛
り
だ
く
さ

ん
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
、
大
盛
況
の

う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
が

今
年
は
各
地
で
開
催
さ
れ
、
毎
週

末
ど
こ
か
へ
出
か
け
る
日
々
が
続
い

て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
そ
ろ
そ

ろ
一
段
落
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う

か
。
こ
の
数
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

で
伝
統
行
事
な
ど
の
活
動
も
中
止
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
か
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
今
年
は
そ
の
よ
う
な

活
動
も
本
格
的
に
再
開
と
な
っ
て
い

る
も
の
が
多
く
、
準
備
の
段
階
か
ら

島
民
の
方
々
の
想
い
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て

は
島
の
す
べ
て
の
行
事
が
初
体
験
で

す
が
、
こ
れ
ま
で
の
伝
統
を
踏
ま
え

て
今
年
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
た
行

事
、
そ
う
は
な
ら
な
か
っ
た
も
の
ど

ち
ら
も
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の

数
年
と
い
う
期
間
を
経
て
、
益
々
今

目
の
前
に
あ
る
も
の
に
有
難
み
を
感

じ
な
が
ら
、
そ
の
一
つ
一
つ
を
大
切

に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

大
山　

広
太
郎

地域おこし協力隊通信（№ 82）　
目の前のことを大切に…



広報なかたね 2023.12 月号　6

　まちの話題　　まちの話題　 まちの話題　まちの話題　

　

10
月
28
日
に
、
中
種
子
中
学

校
で
風
立
祭
が
あ
り
、
作
品
展

示
や
舞
台
発
表
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

舞
台
発
表
で
は
、
英
語
で
俳

句
を
詠
ん
だ
り
、
本
の
魅
力
を

わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
た
図
書

班
の
発
表
や
劇
な
ど
が
あ
り
、

生
徒
の
個
性
あ
ふ
れ
る
演
技
や

演
出
が
随
所
に
発
揮
さ
れ
、
観

覧
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
展
示
で
は
、
校
舎
内
に

設
置
さ
れ
た
作
品
の
数
々
を

ゆ
っ
く
り
観
覧
し
て
ま
わ
る
保

護
者
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

学びをかたちに
中種子中学校「風立祭」

　

第
２
回
集
落
対
抗
ナ
イ
タ
ー
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、
10
月
17
日

か
ら
18
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
、

出
場
６
チ
ー
ム
の
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
中
山
集
落
が
25
年
ぶ

り
に
参
加
し
、
中
・
高
校
生
も
参

加
し
て
、
好
プ
レ
ー
珍
プ
レ
ー
で

盛
り
上
が
り
を
み
せ
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
５
月
下
旬
と
10
月
下

旬
の
年
２
回
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
結
果

　

優
勝　

伏
之
前
Ａ

　

２
位　

伏
之
前
Ｂ

好プレー珍プレーに盛り上がり
第２回集落対抗ナイターソフトボール大会

　

10
月
15
日
に
、
鹿
児
島
県
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
顕
彰
の
表
彰
伝

達
式
が
あ
り
、
日
髙
和
典
さ
ん

（
新
町
）
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

　

日
髙
さ
ん
は
、
平
成
３
年
か

ら
南
界
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
指
導
者
を
務
め
、
団
員
の
健

全
育
成
・
競
技
力
向
上
に
携
わ

り
、
ま
た
平
成
28
年
度
か
ら
中

種
子
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部

長
も
務
め
、
町
と
熊
毛
地
区
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
に
貢
献
し

た
功
績
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

スポーツ少年団活動への貢献が評価され
鹿児島県スポーツ少年団顕彰受賞

　

10
月
25
日
に
、
種
子
島
警
察
署

で
鹿
児
島
県
防
犯
功
労
者
の
表

彰
伝
達
式
が
あ
り
、
橋
口
ま
り
子

さ
ん
（
浜
津
脇
）
に
表
彰
状
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　

橋
口
さ
ん
は
、
多
年
に
わ
た
り

種
子
島
地
区
防
犯
協
会
の
地
域
安

全
モ
ニ
タ
ー
（
中
種
子
地
区
）
と

し
て
、
犯
罪
の
な
い
安
全
で
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
地
域

安
全
活
動
や
、
青
パ
ト
巡
回
パ

ト
ロ
ー
ル
な
ど
が
評
価
さ
れ
ま
し

た
。

地域安全活動が評価され
鹿児島県防犯功労者賞受賞



7　広報なかたね 2023.12 月号

　まちの話題　　まちの話題　

　

結
成
30
年
を
迎
え
る
和
太
鼓

集
団
「
Ｄ
Ｒ
Ｕ
Ｍ　

Ｔ
Ａ
Ｏ
」（
ド

ラ
ム　

タ
オ
）
の
メ
ン
バ
ー
11
人

が
、
11
月
２
日
に
、
納
官
小
学
校

を
訪
れ
、
和
太
鼓
に
取
り
組
む
児

童
た
ち
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
交

流
を
行
い
ま
し
た
。

　

和
太
鼓
で
音
や
リ
ズ
ム
を
伝

え
た
い
と
い
う
共
通
の
想
い
を
受

け
、
Ｔ
Ａ
Ｏ
の
メ
ン
バ
ー
が
実
演

を
交
え
て
、
動
き
や
表
情
、
音
や

気
持
ち
を
伝
え
る
打
ち
方
な
ど
を

教
え
、
和
太
鼓
を
通
じ
て
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

和太鼓が結ぶ想い
納官小学校でＴＡＯがワークショップ

　

10
月
21
日
に
、
竹
屋
野
集
落
公

民
館
で
夕
涼
み
会
が
あ
り
、
飲
食

物
な
ど
の
出
店
や
カ
ラ
オ
ケ
大
会

が
行
わ
れ
、
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
会
の
最
後
に
は
、
満
天

の
星
空
に
花
火
が
咲
き
乱
れ
、
感

嘆
の
声
を
漏
ら
す
観
衆
の
姿
が
あ

り
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
長
の
日
髙
正
光
さ
ん

（
竹
屋
野
）
は
「
４
年
ぶ
り
に
開

催
で
き
、
に
ぎ
わ
い
が
あ
っ
て
う

れ
し
く
思
う
」
と
開
催
の
喜
び
を

語
り
ま
し
た
。

秋のにぎわい
竹屋野集落「夕涼み会」

　

10
月
28
日
に
、「
縄
文
人
の
オ

シ
ャ
レ
体
験
！
」
と
題
し
て
、
土

器
の
文
様
付
け
体
験
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
体
験
は
、
当
時
最
先
端
で

あ
っ
た
縄
文
人
の
科
学
技
術
で
あ

る
土
器
の
文
様
付
け
を
体
験
す
る

こ
と
で
、
感
受
性
や
発
想
力
を
高

め
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　

粘
土
で
器
を
作
り
、
凹
凸
の
あ

る
貝
殻
や
傷
を
付
け
た
枝
な
ど
を

器
に
押
し
当
て
、
思
い
思
い
の
文

様
を
付
け
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

縄文人のオシャレを体験
中種子チャレンジキッズ活動

　

10
月
28
日
に
、
２
０
２
３
年
鹿

児
島
県
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
が

４
年
ぶ
り
に
姶
良
中
央
家
畜
市
場

で
あ
り
、
種
子
島
か
ら
９
頭
が
出

場
し
、
日
髙
牧
場
の
日
髙
知
範
さ

ん
（
伊
原
）
の
出
品
牛
「
エ
ム
エ

ム
コ
ス
モ
ポ
リ
ス
レ
ベ
ル
ラ
ン
ド

号
」
が
、
第
６
部
経
産
牛
の
部
に

出
場
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
優
良
賞
を
受
賞

し
た
日
髙
さ
ん
は
「
次
は
よ
り
上

位
入
賞
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い

き
た
い
」
と
今
後
へ
の
意
気
込
み

を
語
り
ま
し
た
。

優良賞を受賞　上位を目指して
2023 年鹿児島県ホルスタイン共進会

　　牛を引くのは八汐良太郎さん（伏之前出身）牛を引くのは八汐良太郎さん（伏之前出身）



広報なかたね 2023.12 月号　8

　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ スポーツ大会の結果　スポーツ大会の結果　

第
13
回
鹿
児
島
県

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
大
会

南
栄
リ
ー
ス
桜
島
ア
リ
ー
ナ（
９
月
24
日
）

※
掲
載
選
手
は
全
て

　

F
L

Y
IN

G
 P

IG

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
　
　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

▽
３
年
生
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

　

優
勝　

松
下　

稔
（
浜
津
脇
） 

　

3
位　

大
山　

慧
悟
（
旭
町
）

▽
１
年
生
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

　

２
位　

松
下　

天
（
浜
津
脇
）

熊
毛
中
学
校
男
子
駅
伝
競
走
大
会

　

屋
久
島
町
宮
之
浦
（
９
月
28
日
）

　

優
勝　

中
種
子
中
学
校

　

記
録　

１
時
間
10
分
34
秒

　
　
　
　

赤
坂　

郁
哉 

（
３
年
・
西
之
山
）

　
　
　
　

四
元　

浩
太
（
３
年
・
田
島
）

　
　
　
　

長
田　

琉
翔
（
１
年
・
池
之
平
）

　
　
　
　

園
田　

斗
空
（
２
年
・
田
島
）

　
　
　
　

松
原　

奏
琉
（
３
年
・
中
山
）

　
　
　
　

川
下　

日
翔
（
２
年
・
阿
高
磯
）

熊
毛
中
学
校
女
子
駅
伝
競
走
大
会

　
　
　

屋
久
島
町
宮
之
浦
（
９
月
28
日
）

　

２
位　

中
種
子
中
学
校

　
　

記
録　

47
分
07
秒

　
　
　
　

塚
田　

心
花
（
１
年
・
中
之
町
）

　
　
　
　

進
藤　

眞
朱
弥
（
２
年
・
畠
田
）

　
　
　
　

浦
口　

美
波
（
２
年
・
屋
久
津
）

　
　
　
　

四
井　

優
杏
（
３
年
・
横
町
）

　
　
　
　

住
吉　

千
友
笑
（
１
年
・
向
町
）

種
子
島
地
区

　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　
　

競
技
別
交
歓
大
会

柔
道
競
技

　
　

種
子
島
中
央
武
道
館
（
10
月
15
日
）

■
団
体
戦

▽
Ａ
ラ
ン
ク

　

優
勝　

双
葉
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

▽
Ｂ
ラ
ン
ク

　

２
位　

双
葉　

鳥
居
チ
ー
ム

▽
Ｃ
ラ
ン
ク

　

優
勝　

双
葉　

日
髙
チ
ー
ム

　

２
位　

双
葉　

鎌
田
チ
ー
ム

■
個
人
戦

※
掲
載
選
手
は
全
て

　
　
　
　

双
葉
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

▽
小
学
１
年
生
の
部

　

優
勝　

日
髙　

煌
汰
（
伏
之
前
）

　

２
位　

中
山　

開
誠
（
伏
之
前
）

▽
小
学
２
年
生
の
部

　

優
勝　

中
﨑　

叶
愛
（
池
之
平
）

▽
小
学
３
年
生
の
部

　

優
勝　

長
田　

然
（
池
之
平
）

▽
小
学
４
年
生
の
部

　

３
位　

鳥
居　

凜
太
朗
（
伏
之
前
）

▽
小
学
５
年
生
の
部

　

２
位　

中
山　

貴
晴
（
伏
之
前
）

　

３
位　

吉
川　

周
（
伏
之
前
）

▽
小
学
６
年
生
の
部

　

優
勝　

遠
藤　

啓
眞
（
古
房
）

　

２
位　

中
﨑　

虹
心
（
池
之
平
）

　

３
位　

福　

結
愛
奈
（
旭
町
）

剣
道
競
技

　

野
間
小
学
校
体
育
館
（
10
月
15
日
）

■
団
体
戦

　

２
位　

納
官
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

３
位　

岩
岡
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

■
個
人
戦

▽
小
学
３
年
生
以
下
男
子
の
部

　

優
勝　

粟
屋　

駆
（
屋
久
津
）

　

２
位　

川
下　

蓮
翔
（
阿
高
磯
）

▽
小
学
４
年
生
女
子
の
部

　

優
勝　

黒
木　

月
菜
（
本
村
）

　

２
位　

永
濵　

心
瑚
（
阿
高
磯
）

▽
小
学
５
年
生
男
子
の
部

　

優
勝　

川
下　

瑛
翔
（
阿
高
磯
）

　

２
位　

梶
原　

歩
叶
（
平
鍋
）

▽
小
学
５
年
生
女
子
の
部

　

優
勝　

遠
藤　

こ
こ
ろ
（
原
之
里
）

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技

　

種
子
島
中
央
体
育
館
（
10
月
15
日
）

■
女
子
パ
ー
ト

　

優
勝　

増
田

　

２
位　

野
間

■
混
合
パ
ー
ト

　

３
位　

星
原

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技

　

町
営
野
球
場
（
10
月
15
日
）

■
１
部

　

３
位　

中
種
子

県
高
校
新
人
柔
道
大
会

　
　

西
原
商
会
ア
リ
ー
ナ
（
11
月
４
日
）

■
個
人
戦

▽
１
０
０
㎏
超
級

　

２
位　

德
永　

丈
（
旭
町
）

※
德
永
さ
ん
は
佐
賀
県
で
開
催
さ
れ
る
九

州
新
人
柔
道
大
会
に
出
場
し
ま
す
。



9　広報なかたね 2023.12 月号

　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ

月日

施設名

12 月 １月

備　　考28 日 29 日 30 日 31 日 １日 ２日 ３日 ４日

（木）（金）（土）（日）（月）（火）（水）（木）

役場 ○ × × × × × × ○
休み中の戸籍の届け出は役場
宿直室で受け付けます
代表　☎㉗ 1111

ごみ

松原山剪定木くず等仮
置き場

○ ○ ○ △ × × × ○
23 日から 31 日の午前中まで開場
町民課　☎㉗ 1111 内線 201

中種子清掃センター ○ ○ ○ × × × × ○ 正午～午後１時までは搬入できません

中種子清掃センター　☎㉗ 2413

種子島清掃センター　☎㉘ 3310種子島清掃センター ○ ○ ○ × × × × ○

※可燃ごみは12月31日から１月３日まで収集は行いません。「可燃ごみ（ゴミステーション）」には出さないでください。

医療
公立種子島病院 ○ × × × × × × ○ 公立種子島病院　☎㉖ 1230

種子島産婦人科医院 ○ × × × × × × ○ 種子島産婦人科医院　☎㉒ 0260

文化

体育

種子島こりーな ○ × × × × × × ○ 種子島こりーな　☎㉗ 3711

中央公民館図書室 ○ × × × × × × ○ 社会教育課　☎㉗ 1111 内線 264

歴史民俗資料館 × × × × × × × ○ 歴史民俗資料館　☎㉗ 2233

古市家住宅 ○ × × × × × × ○ 古市家住宅管理棟　☎㉗ 9090

中央公園 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ 管理公社　☎㉗ 3800

町立体育館 ○ × × × × × × ○

29 日（金）～３日（水）までは、
一般利用できません。
種子島中央体育館　☎㉔ 2226

中央体育館 ○ × × × × × × ○

テニスコート ○ × × × × × × ○

中央武道館 ○ × × × × × × ○

陸上競技場 ○ × × × × × × ○

野球場 ○ × × × × × × ○

弓道場 ○ × × × × × × ○

相撲場 ○ × × × × × × ○

ふれあいの里（ロッジ・黒糖伝承館） × × × × × × × × 管理公社　☎㉗ 3800

熊野温泉保養センター × ○ ○ × × × ○ × 熊野温泉保養センター　☎㉗ 9211

自然レクリエーション村 × × × × × × × × 自然レクリエーション村　☎㉗ 8785

年末年始の町公共施設休館のお知らせ
◎お問い合わせ先　下表の備考欄に記載しています。
　　　　　　　　　なお、お問い合わせについては開庁・開館日にお願いします。



広報なかたね 2023.12 月号　10

　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ 各課からのお知らせ　各課からのお知らせ　

令和５年 12 月 31 日～令和６年１月３日まで
　ごみ収集車による「可燃ごみ（ゴミステーショ

ン）」の収集は行いません。

　「可燃ごみ（ゴミステーション）」には出さない

でください。

■種子島・中種子清掃センターについて

休み
日曜日

令和５年 12 月 31 日～令和６年１月３日

■松原山剪定木くず等仮置き場について

受入日

令和５年 12 月 23 日～ 12 月 31 日午前中まで

　午前８時 30 分～午前 11 時 30 分

　午後１時～午後５時

休み 令和５年 12 月 31 日午後～令和６年１月３日

年末年始のごみ収集とごみの持ち込みについて
◎お問い合わせ先　町民課環境衛生係☎㉗ 1111 内線 201

 年末のし尿くみ取りは 12 月 15 日（金）から計

画収集のため、事前に申し込みが必要となります

ので、12 月 14 日（木）までにお申し込みください。

　期限を過ぎますと、年内にくみ取りができない

場合があります。

　ご不明な点は中種子清掃社までお問い合わせく

ださい。

年末のし尿くみ取りについて
◎お問い合わせ先　有限会社中種子清掃社☎㉗ 0327

マイナンバーカード申請・交付の開庁時間のお知らせ
◎お問い合わせ先　町民課戸籍住民係☎㉗ 1111 内線 212

≪開庁日≫

平日　午前８時 30 分から午後５時 15 分まで。

※土・日・祝日を除く。

≪時間外開庁日≫

毎週火曜日　５・12・19・26 日　午後７時まで

第２日曜日　10 日　午前８時 30 分から正午まで

※日程に変更などがある場合には、防災無線など

でお知らせします。

保険料の納期限のお知らせ
◎お問い合わせ先　地域福祉課介護保険係☎㉗ 1111 内線 215
　　　　　　　　　町民課高齢者医療係☎㉗ 1111 内線 289

　12 月は下表の保険料の納期限となっています。

　納期限を過ぎると督促手数料のほか、延滞金も発生する場合がありますので、期限内の納付をお願い

します。すでに納期限を過ぎた分についても、お早めの納付をお願いします。

保険料 期別 納期限

介護保険料
５期 令和５年 12 月 25 日（月）

後期高齢者医療保険料
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　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ

【古房集落】（助成総額 240 万円）
　エアコン、テント、椅子、芝刈り機

【中之町集落】（助成総額 120 万円）
　物置、テント、椅子

コミュニティ助成事業とは

　宝くじの収益金を活用した助成事業です。

　コミュニティ組織を運営する、集落や校区およ

び各クラブ組織が申請可能です。

　毎年８月頃に、次年度分の申請募集について、

集落長ならびに校区長へ案内します。

　令和６年度分の募集は締め切りましたが、令和

７年度実施事業として、ぜひ各コミュニティ内で

ご検討ください。

※助成内容・金額など助成事業自体が中止・変更

になる場合があります。

※申請後、採択されない場合もあります。

《一般コミュニティ助成事業》

●対象

　コミュニティ活動に直接必要な備品（建築・修

繕は除く）など

●助成金　100 万円～ 250 万円（税込）

令和５年度　コミュニティ助成事業で中之町、古房集落が備品整備
◎お問い合わせ先　企画課企画調整係☎㉗ 1111 内線 259

　宝くじの収益金で運営される「コミュニティ助成事業」を活用して、下記の集落が備品を購入しました。

　集落内の活性化を目的とし、諸行事の実施などに有効活用されます。

　心理士の先生を招き、町民の方を対象に心理相

談を実施します。ひとりで悩まず、この機会に話

を聞いてもらってこころを軽くしてみませんか。

●こころの相談

　元気がない。憂鬱な気分。家族や近所との関係

性。些細な事が気になり何も出来ないなど。

●思春期の相談

　学校に行けない。友人関係がうまくいかないなど。

●子育ての相談

　子育ての悩みをだれかに話したいなど。

　相談を希望される方は、事前予約が必要ですの

でお気軽にお問い合わせください。

※相談を受けるにあたり、医師の指示等が必要な

場合があります。

■日時　12 月 20 日（水）　午前９時～午後５時

■定員　５人程度

　　　　1人あたりの相談時間は1時間程度です。

おひさま相談室～心の健康相談～のご案内について
◎お問い合わせ先　地域福祉課福祉係☎㉗ 1111 内線 261
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　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ 各課からのお知らせ　各課からのお知らせ　

お口元気歯ッピー健診のお知らせ
◎お問い合わせ先　鹿児島県後期高齢者医療広域連合業務課保健事業班☎ 099（206）1329
　　　　　　　　　町民課高齢者医療係☎㉗ 1111 内線 289

　鹿児島県後期高齢者医療広域連合では、今年度

中に 76 歳および 80 歳の誕生日を迎える後期高齢

者医療の被保険者を対象に、口腔健診（お口元気

歯ッピー健診）を実施します。

　高齢期になりますと、むせこんだり、のどにつ

かえたりすることが多く、これが原因で誤嚥性

肺炎を起こすことがあります。この健診は、「歯」

だけでなく、「お口の機能」も含めて検査します

ので、義歯（入れ歯など）を使用中の方も受診い

ただけます。

　対象者には６月初めに受診券（オレンジ封筒）

を送付しています。あらかじめ県内の歯科医療機

関へ問い合わせ、予約の上、ご受診ください。

　受診券を紛失された方は、受診券の再発行を行

いますので、お問い合わせ先までご連絡ください。

■健診期間
　令和６年１月 31 日（水）まで

■受診回数　健診期間内で１回

■健診料　無料

■対象者
◆今年度 76 歳のお誕生日を迎える方

（昭和 22 年４月１日～

　　　　昭和 23 年３月 31 日生まれの被保険者）

◆今年度 80 歳のお誕生日を迎える方

（昭和 18 年４月１日～

　　　　昭和 19 年３月 31 日生まれの被保険者）

指揮車を公売します
　中種子分遣所では、不要となった物件について

次の日程で公売を行います。

　購入を希望される方は、お問い合わせのうえ入

札にご参加ください。

車 名 トヨタ　ハイラックス

用 途 特殊

車 体 の 形 状 指揮車

取 得 年 月 平成 16 年８月 25 日

型 式 ＫＦーＬＮ 167

乗 車 定 員 ５人

総 排 気 量 2.98 Ｌ

燃 料 の 種 類 軽油

走 行 距 離 106,179 ㎞

最 低 売 却 価 格 150，000 円

●売却方法　一般競争入札

●物件展示
　期間　12 月４日（月）～ 12 月 14 日（木）

　時間　午前９時～午後５時

　場所　中種子分遣所駐車場

●入札
　日時　12 月 15 日（金）午後２時～

　場所　中種子町防災センター

　持参する物　印鑑・運転免許証等・委任状

●代金の納入方法
　お渡しする納付書にて納入

●受け渡し
　代金納入確認後、鍵・一時抹消登録・譲渡証明

書と一緒にお渡しします。

●その他
　本公売は熊毛地区消防組合契約規則第８条の規

定により公売するものです。

　車両は一時抹消登録してあります。落札された

方は、牽引等で移動していただくことになります。

落札後の移動費・修繕費等については、当組合で

は負担しませんのであらかじめご了承ください。

　当該物件については、最低売却価格を設けてあ

ります。最低売却価格以上の価格で最高額の入札

をされた方を落札者とします。落札者は、入札書

の記載金額に 10％を加算した金額で納入してい

ただきます。

　詳細については、熊毛地区消防組合ホームペー

ジをご確認ください。

なかたね消防だより
◎お問い合わせ先　熊毛地区消防組合中種子分遣所☎㉗ 0119・㉗ 1039
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　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ

世界エイズデー（12 月１日）
　世界エイズデー（World AIDS Day）は、世界レ

ベルでのエイズのまん延防止と患者・感染者に対

する差別・偏見の解消を目的に、WHO（世界保健

機関）が 1988 年に制定したもので、毎年 12 月 1

日を中心に、世界各国でエイズに関する啓発活動

が行われています。

障害者週間（12 月３日～９日）
　平成 16 年６月の障害者基本法の改正により、国

民の間に広く障害者の福祉についての関心と理解を

深めるとともに、障害者が社会、経済、文化その他

あらゆる分野の活動に積極的に参加する意欲を高め

ることを目的として、従来の「障害者の日」（12 月

９日）に代わるものとして設定されました。この期

間を中心に、国、地方公共団体、関係団体等におい

ては、様々な意識啓発に係る取り組みを展開します。

人権週間（12月４日～10日）・人権デー（12月10日）
　昭和 23 年（1948 年）12 月 10 日、国際連合第

３回総会において、全ての人民と全ての国とが達

成すべき共通の基準として、「世界人権宣言」が

採択されました。

　世界人権宣言は、基本的人権尊重の原則を定め

たものであり、初めて人権保障の目標ないし基準

を国際的にうたった画期的なものです。採択日

である 12 月 10 日は、「人権デー（Human Rights 

Day）」と定められています。法務省の人権擁護機

関では、人権デーを最終日とする１週間（12 月

４日から 12 月 10 日）を「人権週間」と定め、昭

和 24 年（1949 年）から毎年、各関係機関および

団体とも協力して、全国的に人権啓発活動を特に

強化して行っています。

人権ってなんだろう　第24回「12月の人権に関する月間・週間・記念日」
◎お問い合わせ先　社会教育課社会教育係☎㉗ 1111 内線 262

　今年も残りわずかとなりました。

　年末年始は忘年会や新年会など、食事やお酒の

誘惑が増す時期ですね。この冬を健康に過ごせる

ように、ちょっとした工夫をしてみませんか？

　食事や生活習慣のワンポイントアドバイスをご

紹介します。

●ひとくち目は「野菜」から食べましょう
　満腹感がうまれ食べ過ぎを防ぐとともに、食べ

た後の血糖の上昇を抑えます。日頃の食事で野菜

をひとくち目からよく噛んで食べる習慣をつけま

しょう。

●毎日、プラス 10 分身体を動かしましょう
　普段から身体を元気に動かすことで、生活習慣

病を予防したり、気持ちがスッキリとして気分転

換ができます。運動する時間がなかなか作れない

場合は、テレビを見ながら、歯磨きをしながらの

ストレッチなど「ながら運動」はいかがでしょう

か。他にも、なるべく歩くことを意識するなど、

無理なく身体を動かしていきましょう。

●お酒はほどよく飲んで楽しみましょう
　ほどよい飲酒は日頃のストレスを緩和させた

り、良い効果もある一方で、多量飲酒は肥満や生

活習慣病のリスクとなります。食事を楽しみなが

らゆっくりと飲んだり、お酒と一緒に水も飲む、

強いお酒は薄めて飲むことをおすすめします。飲

酒で緊張がゆるむことで、ついつい食べすぎ、飲

みすぎにつながりやすいため、自分がどれだけ飲

んだか把握しておくことが大切です。

●睡眠を十分に取りましょう
　睡眠が不足すると、免疫に関わるホルモンの分

泌が妨げられ、疲れやすくなったり、感染症にか

かりやすくなります。十分な睡眠を取り、免疫力

を高めましょう。適切な睡眠時間は６～８時間と

言われていますが、朝目覚めたときにしっかりと

休まった感覚（休養感）があり、昼間に眠気で困

らない程度が目安です。

保健センターだより
◎お問い合わせ先

保健センター健康増進係☎㉗ 1133 FAX ㉔ 2020

メール　naka-senter@town.nakatane.kagoshima.jp

年末年始の生活習慣ワンポイントアドバイス
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　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ くらしの情報　information　くらしの情報　information　

石油組合中種子支部より
　　　　　　　　日曜日当番のお知らせ

組合加盟店 １月 ２月 ３月

（有）和人組

中央給油センター

７日 ４日 ３日
17 日

21 日 18 日 31 日

種子島石油（株）

中種子中央給油所（畠田）

14 日 11 日 10 日

28 日 25 日 24 日

◎お問い合わせ先
（有）和人組中央給油センター☎㉔ 2255

種子島石油（株）中種子中央給油所☎㉗ 0205

小学生から高校生のための春休み海外研
修交流事業　参加者募集
　公益財団法人・国際青少年研修協会では、春

休み海外研修交流事業の参加者を募集していま

す。海外生活を通して交流を体験し、国際感覚

を養うことを目的に実施します。

●研修国
イギリス、オーストラリア、カナダ、サイパン、

ハワイ、カンボジア、ネパール

●内容
ホームステイ・英語研修・学校訪問・文化交流・

地域見学・野外活動など

※研修国（コース）により体験内容を選択できます。

●定員
各 10 人

●日程
３月 24 日（日）～４月５日（金）の内８～ 13 日間

●対象
小学３年生～高校３年生まで

●参加費
31 万５千円～ 75 万８千円

●締め切り
１月 30 日（火）締切日まで受け付け

●その他
選択コースごとに日程など条件が異なります。

詳しくはお問い合わせください。

◎お問い合わせ先
公益財団法人　国際青少年研修協会

〒 170-0013

東京都豊島区東池袋２-23-２ＵＢＧ東池袋ビル６階

☎ 03（6825）3130　FAX　03（3981）2712

国際青少年研修協会ホームページ

http://www.kskk.or.jp　ＱＲコード➡

放送大学入学生募集
　放送大学はテレビ・インターネットで授業を

行う通信制の大学です。働きながら大学を卒業

したい、学びを楽しみたいなど、様々な目的で、

幅広い世代の方が学んでいます。

　ただいま 2024 年４月入学生を募集していま

す。詳しい資料を送付しますので、お気軽にお

問い合わせください。

●募集学生の種類
ー教養学部ー
科目履修生（６ヶ月在学し、希望する科目を履修）

選科履修生（１年間在学し、希望する科目を履修）

全科履修生（４年以上在学し、卒業を目指す）

ー大学院ー
修士科目生（６ヶ月在学し、希望する科目を履修）

修士選科生（１年間在学し、希望する科目を履修）

●出願期間
第１回　令和５年 11 月 26 日～令和６年２月 29 日

第２回　令和６年　３　月　１　日～令和６年３月 12 日

（インターネット出願も受け付けています）

●資料請求
〒 892-0816

放送大学鹿児島学習センター鹿児島市山下町

14-50（かごしま県民交流センター西棟４階）

☎ 099（239）3811　FAX　099（239）3841

放送大学ホームページ

https://www.ouj.ac.jp　ＱＲコード➡

消費税のインボイス制度説明会の開催
■開催日時　12 月 14 日（木）午後２時～４時

■場所　　　種子島税務署２階会議室（西之表市）

■定員　　　20 人

■事前予約　12 月 13 日（水）午後５時まで

※参加希望者は期限までに予約してください。

■参加費　　無料

◎説明会に関するお問い合わせ先
種子島税務署☎㉒ 0440

※自動音声に従い「２」を選択

◎インボイス制度に関するお問い合わせ先
　インボイス制度電話相談センター

　フリーダイヤル（無料）☎ 0120（205）553

※受付時間は午前９時～午後５時（土日祝日を除く）

■国税庁ホームページ
　https://www.nta.go.jp

　　チャット　　チャット
　　ボット➡　　ボット➡
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　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ

ジュラシック・ワールド
　種子島こりーなでは、冬休み期間中に映画上

映会を行います。大迫力の映像、音質を家族皆

さんでお楽しみください。

●日時　12 月 23 日（土）

　上映開始　午後１時 30 分（開場　午後１時）

●場所　種子島こりーな

●入場無料（全席自由）

※先着 300 人まで

種子島こりーな 冬休み映画上映会
◎お問い合わせ先　社会教育課文化係（種子島こりーな）☎㉗ 3711

夏井いつき「句会ライブ」公演
　人気テレビ番組「プレバト !!」俳句コーナー

出演など幅広く活躍中の夏井いつき先生と、俳句

の授業「句会ライブ」で、楽しみながら俳句に親

しんでみましょう。

●日時　令和６年２月 17 日（土）	

　開演　午後２時（開場　午後１時 30 分）	

●場所　種子島こりーな	

●チケット発売　令和５年 12 月 18 日（月）～

●入場料　（税込・全席自由）	

　一般：1,500 円

　高校生以下：1,000 円	

※未就学児の入場はできません。

《チケット取り扱い》

種子島こりーな、てらだ書店　ほか

令和５年度種子島こりーな自主文化事業
◎お問い合わせ先　社会教育課文化係（種子島こりーな）☎㉗ 3711
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　生涯学習だより　　生涯学習だより　 生涯学習だより　生涯学習だより　

　これまで立切遺跡に関して重要なポイントを紹

介してきましたが、今回は立切遺跡のもう一つの

重要ポイントについてお伝えします。

立切遺跡は、国道 58 号を跨いで東西に位置して

おり、世界最古の落とし穴群は国道下の大津保畑

地区と国道より西側の今平・清水地区に配置され

ていることが分かりました。国道付近は、後期旧

石器時代当時は谷地形であり、水源地が近いこと

からも動物の水飲み場があったと考えられます。

また、石器等の出土がなく落とし穴以外の遺構も

発見されていないことから、狩りの場であった可

能性が指摘されています。

　一方で、国道より東側の立切地区においては、

火を使った痕跡である「焼土跡」や石蒸し料理の

痕跡である「礫群」が多く発見されているほか、

植物質加工具・伐採具としての石器類が多数出土

しています。これらの発見は、この区域は当時の

人々が食生活を営む場であった可能性を示すと同

時に、一定の期間その場に定着していた可能性も

示唆しています。

従来の考古学では、旧石器時代の遺跡においては

住居跡が発見されないことから、獲物を追って

転々と移動しながら生活していたとされてきまし

た。しかし、立切遺跡での焼土跡や礫群の発見に

より、その定説は覆されることとなりました。

このことから、立切遺跡は世界最古且つ当時最先

端な狩猟方法であった落とし穴、火を使った一定

期間の定着を示す焼土跡・礫群、植物質食料の加

工・伐採具である石器類の発見から、後期旧石器

時代初め頃の狩猟と生活の両方の様相を示す大変

貴重な遺跡といえるのです。

立切遺跡についての紹介はこれで最後とします

が、町内には立切遺跡以外にも重要な遺跡が多く

あります。これらの遺跡についても随時紹介して

いければと思います。（社会教育課文化財係）

国史跡「立切遺跡」（令和４年 11 月 10 日指定）
◎お問い合わせ先　社会教育課文化財係☎㉗ 1111 内線 208
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　生涯学習だより　　生涯学習だより　
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の
証
な
り
求
め

て
も
出
来
ぬ
運
の
善
し
悪
し　

上
方　

古
市　

克
人

夕
暮
れ
に
風
呂
焚
き
を
す
る
爺
と
な
る
楽
し
ひ
と
時

歌
口
遊
む　
　
　
　
　
　
　

西
之
山　

仲
座　

健
次

「
う
ん
ま
か
」
と
一
つ
つ
ま
ん
で
ま
た
増
え
る
母
の

笑
顔
と
唐い

芋も

の
天
麩
羅　
　

満
足
山　

三
澤　

祐
子

見
る
だ
け
で
こ
う
も
和
む
か
花
々
は
そ
れ
ぞ
れ
の
顔

で
我
に
答
え
る　
　
　
　
　
　

旭
町　

村
尾　

祥
子

馬
毛
島
の
追
加
の
予
算
何
十
億
甘
い
防
衛
費
う
ま
い

か
君
等　
　
　
　
　
　
　
　
　

旭
町　

白
木　

民
子

凪
の
海
屋
久
の
岬
に
陽
は
赤
く
雲
は
茜
に
夕
影
写
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
町　

鈴　

不
器
良

園
児
ら
の
遊
技
に
し
ば
し
見
入
り
つ
つ
平
和
よ
続
け

と
心
で
叫
ぶ　
　
　
　
　
　
　

山
梨　

馬
場　

鉄
丸

金
木
犀
の
香
の
さ
わ
や
か
に
狭
庭
辺
に
翅
輝
や
か
せ

秋
あ
か
ね
飛
ぶ　
　
　
　
　
　

原
尾　

都　

貴
美
夫

吾
よ
り
も
長
生
き
す
る
や
猫
の
「
ク
ロ
」
毛
は
ふ
わ

ふ
わ
と
足
に
摺
り
寄
る　
　

伏
之
前　

德
永　

武
彦

『
つ
ま
べ
に　

詠
草
』

『
黄
水
仙
』

応
え
な
き
君
の
名
呼
び
て
冬
ご
も
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

満
足
山　

権
多

秋
風
の
通
り
抜
け
ゆ
く
台
所

　
　
　
　
　
　
　
　

横
町　

山
小
田
雅
子

残
照
を
束
の
間
に
飲
む
秋
夕
暮

　
　
　
　
　
　
　
　

上
方　

大
久
保
篤
子

孫
走
る
親
は
涙
目
運
動
会　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
方　

昇
竜

秋
朝
の
か
す
か
に
響
く
鐘
の
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
津
市　

郁
子

記
念
誌
や
昔
話
を
語
る
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
村　

太
公
望

秋
の
夜
海
鳴
り
の
音
耳
に
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　

伏
之
前　

山
元
悦
子

飛
び
込
み
て
父
の
ふ
と
こ
ろ
薄
布
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
村　

秀

傾
き
て
ベ
ッ
ド
に
掛
か
る
明
け
の
月　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

大
牟
礼　

川
下
光
子

ひ
と
つ
ふ
た
つ
数
え
る
朝
の
酔
芙
蓉　

　
　
　
　
　
　
　

伏
之
前　

岩
崎
カ
ネ
子

月
明
り
道
行
く
人
の
心
も
照
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
之
里　

美
樹

濡
れ
縁
に
木
の
実
落
つ
夜
の
独
り
酒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島　

瓢
作

資
料
館
だ
よ
り
（
５
２
５
号
）

２
つ
の
像

　

５
代
目
と
８
代
目

　

写
真
の
銅
像
が
ど
な
た
の
も

の
か
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　

右
写
真
の
中
種
子
町
役
場
に

あ
る
銅
像
は
、
昭
和
30
年
か
ら

46
年
ま
で
町
長
を
務
め
ら
れ
た

５
代
目
町
長
の
鎌
田
義よ
し

俊と
し

翁お
う

で

す
。
農
協
長
も
務
め
ら
れ
、
基

幹
作
物
の
普
及
や
工
場
・
空
港

の
誘
致
、
道
路
港
湾
漁
港
の
整

備
、
上
水
道
の
敷
設
な
ど
に
ご

献
身
な
さ
れ
、
勲く
ん

五ご

等と
う

瑞ず
い

宝ほ
う

章し
ょ
うを

受
章
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

全
国
離
島
振
興
会
協
議
会
会
長

を
８
年
間
、
全
国
離
島
セ
ン

タ
ー
初
代
理
事
長
を
５
年
間
務

め
ら
れ
、
経
済
企
画
庁
長
官
よ

り
表
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

左
写
真
の
種
子
島
中
央
体
育

館
に
あ
る
銅
像
は
、
平
成
３
年

か
ら
15
年
ま
で
町
長
を
務
め
ら

れ
た
８
代
目
町
長
の
日
髙
實さ

ね

昭あ
き

翁お
う

で
す
。
町
農
協
や
県
農
協
理

事
、
全
国
離
島
振
興
会
協
議
会

副
会
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

産
業
・
建
設
・
厚
生
・
教
育

に
お
い
て
多
大
な
貢
献
を
な
さ

れ
、
勲く
ん

五ご

等と
う

瑞ず
い

宝ほ
う

章し
ょ
うを
受
章
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
種
子
島
こ

り
ー
な
や
太
陽
の
里
公
園
施
設

建
設
な
ど
も
ご
献
身
な
さ
れ
ま

し
た
。

　

お
二
方
と
も
、
中
種
子
町
が

誇
る
偉
人
で
あ
り
、
地
域
の
足

跡
を
辿
る
に
あ
た
っ
て
の
目
印

と
な
る
方
で
す
。
先
輩
方
が
積

み
上
げ
て
き
た
も
の
を
活
か
せ

る
よ
う
に
、
先
人
に
倣
い
、
挑

む
姿
勢
を
得
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
精
進
し
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。

（
町
文
化
財
保
護
審
議
会

　
　
　
　
　
　
　

大
山　

要
）

５代目町長銅像５代目町長銅像８代目町長銅像８代目町長銅像
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種
子
島
宇
宙
芸
術
祭

ラ
イ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
３

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
！

　

こ
れ
ま
で
、
浜
田
海
水
浴
場
（
千

座
の
岩
屋
）
で
の
ス
ー
パ
ー
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
「
星
の
洞
窟
」
な
ど

イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
て
き
た
種

子
島
宇
宙
芸
術
祭
で
す
が
、
今
年

は
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
内
で
も

展
示
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

今
年
の
種
子
島
宇
宙
芸
術
祭
・
ラ

イ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
３

の
テ
ー
マ
は
自
然
×
宇
宙
×
ア
ー

ト
の
融
合
と
い
う
こ
と
で
、
種
子

島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
の
他
、
南
種
子

町
市
街
地
、
浜
田
海
水
浴
場
の
３

つ
の
エ
リ
ア
で
様
々
な
展
示
が
実

施
予
定
で
す
。

　

宇
宙
セ
ン
タ
ー
エ
リ
ア
は
ど
な

た
で
も
無
料
で
ご
見
学
い
た
だ
け

ま
す
。
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
て
く

だ
さ
い
！

【
実
施
期
間
】

12
月
９
日
（
土
）
～
17
日
（
日
）

 

19
時
～
23
時

サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
へ
の
ご
参
加

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

　

10
月
21
日
、
22
日
の
２
日
間
、

宇
宙
科
学
技
術
館
で
サ
イ
エ
ン
ス

シ
ョ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
の

サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
で
は
、
大
気

圧
（
空
気
の
圧
力
）
や
真
空
（
空

気
の
無
い
状
態
）
に
つ
い
て
の
学

習
や
実
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

大
気
の
役
割
の
ほ
か
、
空
気
が
あ

る
環
境
と
な
い
環
境
の
違
い
な
ど

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
風
船
や

マ
シ
ュ
マ
ロ
な
ど
を
使
っ
た
実
験

を
鑑
賞
し
た
後
は
、
参
加
者
の
皆

さ
ま
に
も
容
器
内
で
真
空
環
境
を

簡
易
的
に
作
り
出
す
こ
と
の
で
き

る
「
真
空
機
」
を
使
用
し
た
実
験

を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
今

後
も
こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
予
定

を
随
時
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
お
知
ら
せ

し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
！

（
記
事
の
内
容
は
11
月
13
日
現
在
）

宇宙センターだより 宇宙科学技術館　☎㉖ 9244

種子島宇宙センターホームページＱＲ

真空器を使った実験

　65 歳未満で発症する認知症を「若年性認知症」

といいます。若年性認知症の場合、多くの人が現

役で仕事や家事に従事しているため、認知機能が

低下すると支障が出て、「気づかれやすい」と考

えられています。実際に仕事でミスが重なったり、

家事がおっくうになっても「疲れ」や「更年期障

害」と考え、受診までに時間がかかったりします。

●若年性認知症発症によって心配されること

　ご本人や配偶者が認知症により仕事に支障が生じ

たり、退職をしてしまった場合などは経済的に困難

な状況になることもあります。

　また、配偶者が介護を担うことが多く、仕事と介

護で大きな負担になることもあり、さらに年齢的に

も親の介護問題などと重なる時期でもあります。

●このような変化はありませんか？

（職場での変化）

・仕事に手間取ったりミスが目立つようになったりする

・職場の仲間や取引先の相手の名前が思い出せなくなる

・約束を忘れてしまう、忘れ物が増えてくる

（生活の変化）

・財布や鍵をどこに置いたかわからなくなる

・お金の計算や漢字の読み方がわからなくなる

・車の運転が適切にできなくなる

●早期診断・早期対応が重要です！相談窓口をご

利用ください！

　県では、若年性認知症の方やそのご家族が適切な

支援が受けられるよう、相談窓口を設置し、若年性

認知症支援コーディネーターを配置しています。

電話相談（無料）099（251）4010

受付時間：午前 10 時～午後５時

（土日祝日および年末年始は除く）

『ご存じですか？若年性認知症のこと』～働き盛りの世代で認知症になる人もいます～

地域包括支援センターだより ◎お問い合わせ先

地域包括支援センター☎㉗ 1223

イベントＨＰ
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公立病院だより　公立種子島病院　薬局　山下　☎㉖ 1230

　

皆
さ
ん
は
、
薬
局
か
ら
処
方
さ

れ
た
お
薬
の
効
き
目
や
副
作
用
に

つ
い
て
知
っ
て
い
ま
す
か
。
お
薬

に
よ
っ
て
は
、
重
複
し
て
服
用
し

た
り
、
急
に
服
用
を
止
め
て
し
ま

う
こ
と
で
重
篤
な
状
態
に
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
人
に
合
っ

た
処
方
を
し
て
い
ま
す
。
必
ず
、

医
師
の
処
方
ど
お
り
の
服
用
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
体
の
状
態
に
よ
っ
て
、

効
果
が
強
く
出
た
り
、
効
果
が
現

れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
時
は
、
自
分
で
調
整
を
せ

ず
に
、
医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

Ａ
病
院
で
貰
っ
た
薬
で
効
果
が
な

い
か
ら
Ｂ
病
院
へ
行
く
。
い
わ
ゆ

る
コ
ン
ビ
ニ
受
診
は
薬
の
効
果
が

わ
か
ら
ず
に
症
状
が
長
引
く
要
因

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

次
に
お
薬
の
飲
み
忘
れ
に
つ
い

て
で
す
。

 

飲
み
忘
れ
の
理
由
と
し
て
最
も

多
い
の
は
「
つ
い
忘
れ
て
し
ま
う
」

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
後
で

飲
も
う
」
や
「
こ
れ
を
し
た
ら
飲

も
う
」
と
思
っ
て
い
た
ら
飲
み
忘

れ
て
し
ま
っ
た
、
な
ん
て
こ
と
が

皆
さ
ん
経
験
あ
る
の
で
は
な
い
で

す
か
。
認
知
症
に
よ
り
、
服
薬
管

理
の
お
手
伝
い
を
要
す
る
方
も
い

ま
す
。
お
薬
カ
レ
ン
ダ
ー
の
活
用
、

同
居
人
の
方
の
声
掛
け
、ヘ
ル
パ
ー

さ
ん
や
ケ
ア
マ
ネ
の
声
掛
け
で
、

飲
み
忘
れ
予
防
が
で
き
て
い
る
方

も
い
る
で
し
ょ
う
。

 

飲
み
忘
れ
た
場
合
は
、
次
回
処

方
時
に
調
整
し
て
も
ら
え
ま
す
の

で
、
薬
局
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

決
し
て
家
族
や
知
人
に
分
け
な

い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
お
薬
に
は

有
効
期
限
が
あ
り
ま
す
。
同
じ
症

状
で
も
長
期
保
存
し
た
お
薬
を
再

び
服
用
す
る
こ
と
は
控
え
ま
し
ょ

う
。
同
じ
症
状
で
も
、
治
療
法
が

違
う
と
、
用
量
・
用
法
が
違
っ
て

く
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

 

ま
た
、
お
薬
は
１
個
１
個
で
値
段

が
違
い
ま
す
。
１
個
数
円
の
も
の

か
ら
１
個
数
百
円
の
も
の
も
あ
り

ま
す
。
決
し
て
安
い
買
い
物
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
大
事
に
服
用
し
ま

し
ょ
う
。

処方薬について

診療時間 診療科 月 火 水 木 金

午後２時～５時

【受付】
　午前８時 30分
～午後４時 00分

小児科 德永 德永 （野田） 德永
鹿児島大学派遣医師・
德永（循環器・
発達・その他）

内科

藤原 鹿児島大学派遣医師 藤原 藤原 小栁

（野田） （野田） （野田） （野田）

小栁 小栁

眼科
鹿児島大学眼科
４ ～ ５ 日
18 ～ 19 日

毎週
鹿児島大学
耳鼻咽喉科 消化器内科

カメラ検査

耳鼻咽喉科

消化器内科

整形外科 中島

リウマチ科 ７日・21 日

※野田先生の診療日　12 月４日（月）午後～８日（金）午前・12 月 18 日（月）午後～ 22 日（金）午前
※ 12 月３日（日）、令和６年１月２日（火）は当番医
※休診日　12 月 29 日（金）～令和６年１月３日（水）

■公立種子島病院の診療情報　火曜日の整形外科の受診を希望される方は、必ず来院前に電話でお問い合わせをお願いします。

診療時間 診療科 月 火 水 木 金

午前９時～正午

【受付】
　午前７時 30分
～午前 11 時 00 分

小児科 鹿児島大学派遣医師 德永 （野田） 德永・
鹿児島大学派遣医師

内科

藤原 德永 德永 藤原 德永

小栁 （野田） （野田） （野田） （野田）

小栁 小栁 藤原　ペイン外来

眼科
鹿児島大学眼科
４ ～ ５ 日
18 ～ 19 日

毎週
鹿児島大学
耳鼻咽喉科 消化器内科

カメラ検査

耳鼻咽喉科

消化器内科

整形外科 毎週 中島

リウマチ科 整形医師 ７日・21 日

午前の部

午後の部
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戸 籍 の 窓
令和５年 10 月受付分

（承諾書をいただいた方のみ掲載）

いつまでもお幸せに
名前 集落

10/19
中嶋　好和 原之里

吉田　真由美 原之里

こんにちは赤ちゃん
男の子 名前 両親 集落

10/ 2 迫田　泰
たい

知
ち

健彦・理奈 西之町

10/25 平田　一
い

凰
お

皇雅・一夏 栄町

女の子 名前 両親 集落

10/20 木下　花
は

梛
な

隆治・なるみ 西之山

おくやみ申しあげます
名前 集落 年齢

10/ 1 泊　又男 塩屋 88 歳

10/ 2 積　チリ子 伏之前 96 歳

10/ 6 濵脇　哲男 竹屋野 94 歳

10/16 秋田　了 つまべに苑 85 歳

10/17 小倉　ヱミ 塩屋 95 歳

10/18 石堂　英憲 畠田 92 歳

10/24 向　ヱミ子 向町 87 歳

10/27 新開　次成 旭町 90 歳

10/29 石堂　嗣夫 畠田 88 歳

婚姻・出生・死亡届社協だより

暮らしのうごき
人口の動き

総人口 7,326 人 (-17) 出生 1人

男　性 3,513 人 ( -7) 死亡 9人

女　性 3,813 人 (-10) 転入 20 人

世帯数 4,110 戸 (  2) 転出 28 人

※（　）は前月との比較（10 月末現在）

火事・救急

火事・救急 (町内）　10 月中

火　事 2件 うち建物 0件

救　急 41 件 うち急病 26 件

交通事故（人身）

交通事故 町内 島内

発生件数 0件 ( 0) 0 件 ( -1)

死 者 数 0件 ( 0) 0 件 (  0)

負傷者数 0件 ( 0) 0 件 ( -1)

※令和５年 10 月、(　)は前年同時期比較

●寄付のお礼
　亡くなられた方々のご家族から、社会福祉協議

会へ金一封が寄せられました。これらの善意に感

謝するとともに、謹んで故人のご冥福をお祈り申

し上げます。（敬称略）

泊　　利隆　(塩　屋 )　射場　和枝　(砂　中 )

東園　由美　（ 畠　田 ）　　　　　　　　　　　　

■期日　12 月１日（金）
■場所　中央公民館　大ホール
■講座内容
●講座１
・受付　午後１時 ５ 分～１時 20 分
・時間　午後１時 30 分～３時 00 分
・講師　筑波大学体育系　准教授　松元　剛　氏
・演題　誰もが、気軽に、参加できるスポーツ
　　　　指導の在り方～共生社会の実現に向けて～

●講座２
・受付　午後６時 00 分～６時 20 分
・時間　午後６時 30 分～８時 00 分
・講師　作家　倉橋　燿子　氏
・演題　子どもたちの中には限りない可能性が
　　　　眠っている

令和５年度生涯学習県民大学講座
◎お問い合わせ先　社会教育課社会教育係☎㉗ 1111 内線 262
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こども未来係　カレンダー
保健センターで実施

日 行　事

７（木）ぽかぽか教室 13:00 ～

８（金）
乳幼児健診
母子手帳交付 13:00 ～

19（火）乳幼児健診

22（金）
乳幼児健診
母子手帳交付 13:00 ～

23（土）
※リンクのひろば　中央公民館大ホール
9:00 ～ 12:00

28（木）すこやかマタニティ教室（栄養）18:00 ～

※「リンクのひろば」は、０歳から未就学児程度の子

どもとその保護者が利用できるひろばです。詳しくは

地域福祉課こども未来係☎㉗ 1111（内線 280）までお問

い合わせください。

乳幼児健診
保健センターで実施

受付時間 対象者 対象月齢

８（金）
 9:00 ～ 9:15

３～５ヶ月児 R 5 . 8 . 1 ～ R 5 . 8 . 3 1

８（金）
 9：15 ～ 9:30

６～ 8 ヶ月児 R 5 . 5 . 1 ～ R 5 . 5 . 3 1

19（火）
12：45 ～ 13:00

３ 歳 児 R 2 . 1 0 . 1 ～ R 2 . 1 1 . 3 0

22（金）
 9:00 ～ 9:15

９～ 11 ヶ月児 R 5 . 2 . 1 ～ R 5 . 2 . 2 8

22（金）
 9:15 ～ 9:30

１歳６ヶ月児 R4.4.1 ～ R4.5.31

子育て支援センターおひさま（保育所内）
未就園児対象　全て 10:00 ～ 11:30

日 行　事 場所

１（金）
幼児学級（２～４歳）
クリスマス製作

福祉センター

４（月）
幼児学級（１歳）
クリスマス製作

福祉センター

12（火）
赤ちゃん教室（１歳未満）
クリスマス製作

福祉センター

21（木）
赤ちゃん教室・幼児学級合同
クリスマス会

福祉センター

中央保育所園庭開放日
※第２月曜日　11 日（10:30 ～ 12:00）
　活動への参加など、詳しくは「子育て支援センター
おひさま」☎㉗ 0031（中央保育所内）までお問い
合わせください。

「なかたねお知らせ版」　12 月 1 日～ 31 日

休日在宅医当番表
日 病院・医院名

３（日） 公立種子島病院 ☎㉖ 1230

10（日） 百合砂診療所 ☎㉘ 3901

17（日） 種子島医療センター ☎㉒ 0960

24（日） 田上診療所 ☎㉗ 0325

31（日） 種子島医療センター ☎㉒ 0960

行事・イベントなど
日 行　事

１（金）令和５年度生涯学習県民大学講座

３（日）第53回地区市町対抗駅伝競走大会（屋久島町）

９（土）
・自公連女性部研修会
・土曜授業
・地区子ども会ジュニア・リーダー養成研修

10（日）
・第 64 回南日本 10 ㎞ロード通信競技大会
・第 34 回女子長距離走大会

11（月）よろず支援拠点定期相談会　9:00 ～

12（火）中種子町議会（～ 20 日）

16（土）チャレンジキッズ「創作活動」

17（日）
・よいらーいきクリーン作戦
・親子ふれあいスポーツ大会

21（木）どんぐり学級

22（金）小・中学校終業式

23（土）
・中央公民館図書室おはなし会 10:30 ～
・種子島こりーな冬休み映画上映

24（日）県スポーツ少年団競技別交歓大会

子どもの定期予防接種医療機関日程
病院・医院名 接種曜日 対応時間

田上診療所 月・金曜日 14:00 ～ 16:00

種子島医療センター 月～土曜日 14:00 ～ 16:00

公立種子島病院 金曜日 16:00 ～ 17:00

高岡医院
（３歳以上）

月～金曜日 15:00 ～ 16:30

土曜日  9:00 ～ 11:00

【ワクチンの種類】
●ＭＲ混合　１（金）～ 16（土）
●二種混合　18（月）～ 30（土）
　　　　　　（※30（土）は午前のみ）

※予防接種を受ける際は事前に医療機関へご確認・ご
　予約をお願いします。
※詳しい事については、地域福祉課こども未来係
　☎㉗ 1111（内線 280）までご連絡ください。

　　町ホームページ「予防接種について」➡
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島の四季彩 ユズ（ミカン科）

【漢字表記】柚子・柚
【原産地】中国 (長江中流域 )。
　　　　 国内では東北～九州で栽培。
【栽培適地】日当たりよく、排水良好な場所
【繁殖法】接ぎ木、実生
　かつての中国では、『柚』はユズを表すものだった
ようですが、いつの頃からかブンタン ( ザボン ) を指
すようになったようです。日本へは古文書などから、
平安時代初期には渡来していたようです。他の柑橘類

より耐寒性があり、経済栽培地域もそれに合わせ、や
や冷涼な山間部に多く見られます。高知県馬路村は全
国的によく知られています。また、九州では調味料と
してユズとトウガラシと塩でできた『柚子胡椒』が種々
の料理に用いられています。近年は欧米のレストラン
でユズの風味を生かした利用が活発になっているそう
です。ユズは結実するまで長期間を要し、「桃栗３年、
柿８年、柚子の大馬鹿 16 年」と揶揄される有様です。
市販されているものは、カラタチに接ぎ木され、その
ように年数を要することはありません。

【写真・資料提供】香月茂樹さん（元薬草試験場長）

種子屋久高速船株式会社
西之表営業所　0570-004015 ／ 7 時～ 17 時※
　　　　　　　　　　　　　※土・月は 6時～ 17 時
中種子窓口　　0997-27-3663 ／ 9 時～ 17 時※
　　　　　　　　　　　　　※土・日・祝日は休み
臨時休業により来店される際は、営業日の確認をお願いします

公式ＷＥＢサイトで
楽々！スマート予約！
搭乗予定日の前日まで、

（※16：00 まで）　　　
ネット予約が可能です！

公式 WEB サイト
　https://www.tykousoku.jp/

ＱＲコード検索➡

公式 Twitter
　　　　　　　　　ＱＲコード検索➡

YouTube 配信始めました！
　　　　　　　　　ＱＲコード検索➡

※クレジット決済やコンビニ決済（ファミリー　
　マート他）ができます。
※決済後のキャンセルには所定のキャンセル手数料
　がかかりますのでご了承ください。


